
 

新書は、様々な出版社から刊行されていますが、今回「岩波新書」を取り上げてみました。

「新書」と聞くと「新しく出版される本」というイメージを持たれる方もいますが、「新書」と

は「本のサイズ」を指す言葉です。 

日本で初の新書となった岩波新書は、1938 年（昭和 13 年）に創刊して以来、実に 3300 点以上

を刊行。学術系の分野の入門書が、文系・理系問わず豊富に出版されてきました。 

展示場所…2階開架閲覧室入口 

展示期間…2021年 8月末日 

現在は幅広い世代を対象として、より日常

に密着した「常識」をテーマにした内容が

増えてきています。 

皆さんの岩波新書の表紙のイメージは明

るい赤色ではないかと思いますが、赤版、

青版、黄版、新赤版の四種類あり、表紙の

色によって発行された年代が分かります。

右記に表紙の変遷を簡単に紹介しましたの

でご覧ください。 

当館では、開架と書庫合わせて 3000 冊以

上を所蔵していますが、今回は、各分野か

らごく一部ですが 85 点を展示しました。出

版部数ランキングトップ 10 も紹介していま

すのでチェックしてみてください。 

これまで新書に興味がなかった方も、こ

の機会に自分の知りたい分野の岩波新書を

読んでみてはいかがでしょうか。 


